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Ｔ主任‌�：なるほど。IPsecでの仮想的な通信路をSA（Security Association）
というが，トラフィック要件からは，①本社と各営業所のルータ間だけ
にSAを確立する構成は，適当ではなさそうだな。

Ｕ君：‌�はい。すべてのルータ間でSAを確立する構成が望ましいと考えていま
す。でも，ルータの台数が多いので，設定が大変になりそうです。

Ｔ主任‌�：確かにそうだな。IPsecでは，ルータ間に鍵交換用の［　ア　］SA
が一つとデータ通信用のIPsec SAが二つ確立されるので，すべてのル
ータ間でSAを確立すると，SAの合計数は［　a　］になる。さらに，
IPsec SAの［　イ　］鍵を更新するリキー（Re-keying）が行われる
と，後続して使用されるIPsec SAが新たに確立されるので，一時的に
SAの合計数が増加する。X社の案件には，新型ルータを採用してはどう
か。このルータには，本社と各営業所のルータ間に固定的にSAを確立
させる設定を行えば，通信するIPパケットの検知を契機に，各営業所の
ルータ間のSAを動的に確立する機能がある。ところで，インターネッ
ト接続回線と通信速度はどうするのかな。

Ｕ君：‌�本社では，FTTHを使用して50Mビット／秒を見込んでいます。各営業
所では，ADSLを使用してインターネットからの受信方向（以下，下り
方向という）に10Mビット／秒を見込んでいます。それぞれの接続回線
について，ルータに固定IPアドレスを割り当てるサービスを利用する予
定です。

Ｔ主任‌�：分かった。新型ルータは，まだ当社では導入実績がないので，ルータ
の機能や負荷を検証すべきだろう。IPsec通信では，IPパケットの転送
処理に加え，へッダを付加してパケットを構成する［　ウ　］化や，暗
号化の処理の負荷を考慮する必要があるのは知っているかな。

Ｕ君：‌�理解しています。それから，大阪営業所内のLANには，連続していない
二つのネットワークアドレスが割り当てられていますが，大丈夫でしょ
うか。

Ｔ主任：経路集約ができれば問題ないと思うが，確認してみた方がいいな。
Ｕ君：はい，分かりました。早速やってみます。

設問１　本文中の［ア］～［ウ］に入れる字句を答えよ。
設問２（1） 本文中の[a]に入れる数値を答えよ。
　　　 （2）‌�本文中の下線①の構成では、検討後の構成と比較すると、各営業

所間の通信遅延が増加する。その増加要因を二つ上げ、それぞれ
について25字以内で述べよ。


